
 【⽉案】５⽉・３歳児 

 今⽉の保育のポイント 

 ●  連休明けの不安は主に保育者や友達と好きな遊びを⾒つけて楽しむこと、⾝の回りの⽤意を⾃分 
 で理解してできることで安⼼し、⾒通しや期待をもって過ごすことができる。不安のある⼦ども 
 には登園時から暖かく接し、保育者との関わりで安⼼を得られるように働きかける。 

 ●  おもちゃの数等、遊べる環境は整っているかを⾒直す。⼦どもが安全に玩具を使えるように、⼦ 
 どものしたいことと安全な使い⽅を都度知らせる。 

 ●  ⼦ども同⼠の思いの違いや喧嘩を丁寧に埋めていく。⼦どもが他者との思いの違いに気づき、成 
 ⻑していけるように、互いの思いを保育者が代弁する。 

 ●  爽やかで動植物が活発に動く時期であるので、⾝近な⾃然への気づきや触れ合いに共感し、⼩さ 
 な命であることを伝えていく。 

 ⽉のねらい 

 ●  ⽣活リズムを整え、安⼼してのびのびと過ごす。 
 ●  友達に興味を持ち、関わって遊ぶことを楽しむ。 
 ●  好きな遊びを⾒つけ、ゆっくりと遊びこむ楽しさを味わう。 
 ●  春の⾃然に触れ、季節の移り変わりを感じる。 
 ●  ⽣活の仕⽅や流れが分かり、⾝の回りのことは⾃分でやってみようとする。 
 ●  ⼦どもの気持ちに寄り添い、安⼼して過ごせるようにする。 
 ●  保育者や友達に⾃分の気持ちを⾔葉で伝えようとする。 
 ●  全⾝を使って遊んだり表現することを楽しむ。 
 ●  野菜の栽培を通して、⾷べ物に興味を持つ。 
 ●  製作や絵本、歌等を通して⾏事に興味を持つ。 

 週のねらい 

 その１ 

 ●  １週⽬：こどもの⽇を知り、⽇本の⽂化に親しむ（教育） 
 ●  ２週⽬：はさみやのり、マジックなどモノの正しい使い⽅や約束を知る（教育） 
 ●  ３週⽬：好きな遊びを⾒つけ、ゆっくりと遊びを楽しむ（教育） 
 ●  ４週⽬：友達や保育者と⼀緒に遊ぶ楽しさを味わう（教育） 

 その２ 

 ●  １週⽬：新しい環境に慣れて、好きな遊びを⾒つけて安⼼して過ごせるようにする（養護） 
 ●  ２週⽬：⾝近な⾃然に触れて、興味を持つ（教育） 
 ●  ３週⽬：⾝の回りのことを、促されながら⾃分でやってみようとする（養護） 
 ●  ４週⽬：⼾外で春の⽣き物や植物にふれ、季節の移り変わりを感じる（教育） 

 その３ 

 ●  １週⽬：連休中の⽣活リズムを考慮し、無理なく過ごせるようにする（養護） 
 ●  ２週⽬：⺟の⽇について知り、意欲的に製作をする（教育） 
 ●  ３週⽬：友達と気持ちを共有したり、気持ちの違いに気付いたりする（教育） 
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 ●  ４週⽬：保育者や友達との⼼地よい関係の中、安定して過ごす（養護） 

 その４ 

 ●  １週⽬：⾃分の気持ちを⾔葉で伝える（教育） 
 ●  ２週⽬：⽣活に必要な挨拶や⾔葉が分かり、使おうとする（教育） 
 ●  ３週⽬：全⾝を使った遊びを楽しむ（教育） 
 ●  ４週⽬：健康状態を把握し、早期対応に努める（養護） 

 前⽉末の⼦どもの姿 

 養護（⽣活） 

 ●  新⼊園児の中には、新しい環境になかなか慣れず1⽇泣いて過ごす⼦どもがいる。 
 ●  園での⽣活を楽しみにし、友達にも興味を⽰す姿がある。 
 ●  ⾃分のマークが分かり、カバンの棚やロッカーなどを覚えている⼦が少しずつ増えてきている。 
 ●  環境の変化によってタイミングよくトイレに⾏けず、失敗してしまう⼦どももいれば、⾃らトイ 

 レに⾏く⼦どももいる。 
 ●  着替えのやり⽅を覚え、時間がかかっても⾃分でやろうとする⼦どももいるが、保育者に⽢えて 

 全てやってもらおうとする⼦どももおり、個⼈差がある。 
 ●  ⼾外では花や⼩さな⽣き物に興味を持ち、触ったり観察したりする姿がある。 
 ●  ⾷事の際には落ち着いて⾷べ進める⼦どももいれば、姿勢が崩れたり⽴ってしまったりする⼦ど 

 ももいる。 
 ●  登園時に保育者や友達がいることに気付くと名前を呼んで嬉しそうに保護者と離れられる。 
 ●  ３歳未満児までの⽣活リズムとは異なるため、⽣活の流れに⼾惑うことがあった。 
 ●  こいのぼりに興味を持ち、⾒たり歌をうたうことを楽しんでいた。 
 ●  保育者の話を聞こうとする⼦、隣の友達や興味があることが気になっている⼦がいる。 
 ●  寝付くまでに時間がかかったり、寝ずに過ごす⼦もいる。 
 ●  園舎内で主に使う⾃分のクラスやトイレ、⽔道等の場所が分かって⾏動することが出来るように 

 なった。 
 ●  新しい環境による体調の崩れや花粉症の症状が⾒られる⼦がいた。 

 教育（遊び） 

 ●  好きな遊びを⾒つけて繰り返し楽しむ⼦どももいるが、さまざまな遊びに興味を持ちなかなか落 
 ち着いて遊びこめない⼦どももいる。 

 ●  ⼾外遊びでは乗り物に乗ったり⼀⼈で砂遊びをしたりと、個々で好きな遊びを楽しむ姿が多く⾒ 
 られた。 

 ●  年上の友達の遊んでいるものに興味を持ち、⼀緒に使ってみようとする姿がある。 
 ●  リズム遊びでは楽しく⾝体を動かす⼦どももいれば、恥ずかしくてなかなか活動に参加できない 

 ⼦どももいる。 
 ●  好きな友達と⼀緒に遊んだり関わったりし、嬉しそうにしている姿がある。 
 ●  初めて使うはさみやのりに興味を持ち、意欲的に活動に参加している。 
 ●  絵本や紙芝居を⾒たり聞いたりすることを喜ぶ。 
 ●  積極的に⾃分の経験したことや思ったことを話す⼦、なかなか⾃分からは話せない⼦がいる。 
 ●  玩具の貸し借りをしながら遊ぼうとする。貸そうとしながらも中々気持ちが切り替えられず、遊 

 び続ける。 
 ●  ブロックを簡単に繋ぎ合わせて、ヒーローごっこをして楽しむ。 
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 ●  ⾛ったり、遊具などで活発に⾝体を動かしている。 
 ●  ⾃然に興味を持ち、タンポポやツクシ、アリを⾒つけると嬉しそうに保育者や友達に知らせる。 

 活動内容（五領域対応）／環境構成と援助 

 養護（⽣活） 

 ●  活：  ⽣活の流れや持ち物を置く場所を覚え、⾝の回りのできることを⾃分でやってみようとす 
 る。（健康） 
 環：  ⼦ども⾃⾝が⾃分の棚やロッカーを覚えられるよう、マークを様々な場所につけるようにす 
 る。剥がれてしまった場合にはすぐに張り替えるなどし、迷ってしまわないよう⼯夫する。  

 ●  活：  ⼿洗いうがいのやり⽅を知る。（健康） 
 環：  ⼿洗いうがいのやり⽅が分かる簡単な絵本などを準備し、繰り返し⼦どもに伝えていくこと 
 で覚えられるようにする。  

 ●  活：  穏やかな雰囲気の中で、落ち着いて⽣活し、園での⽣活リズムを取り戻す。（健康） 
 環：  連休明けで⽣活リズムが乱れている⼦もいる。連休中や明けの⼦どもの様⼦を把握し、疲れ 
 や不安な気持ちを抱える⼦には⼿厚く援助を⾏うなど、⼀⼈ひとりの⼦どもが安⼼して⽣活を送 
 ることを⽬指して、あわてず観察しながら適切な援助を⾏う。 

 ●  活：  肘をつかない、前を向き⾷べる、⽴ち歩かない等の⾷事のマナーを守り、楽しく⾷べる。 
 （健康） 
 環：  園で決めている⾷事のマナーをまだ完璧には守れないことを前提に、繰り返し丁寧に知ら 
 せ、⼦どもが都度気付けるようにしていく。 

 ●  活：  ⾝⽀度時に服の表裏を判断する、バッグの置き場所に気付いて置くなど、基本的な⽣活で必 
 要なことを理解し、気づいて⾏動する。（健康） 
 環：  ⼦どもが⾃分でやろうとする気持ちを尊重し、着替えたり準備している時にはできる限り⾒ 
 守る。必要に応じて声をかけたり、⼦どもがやりやすいように⼿を添えていく。 

 ●  活：  ⾃分の気持ちを⾃分が知っている⾔葉で伝える。（⾔葉） 
 環：  伝えようとしている姿をじっくりと受け⽌め、気持ちに共感したり、⾔葉を補いながら伝わ 
 る喜びや安⼼感に繋げる。 

 ●  活：  ⼿洗いや⽔分補給、⾐服調節をする意味を知り、⾃分の健康に興味を持つ。（健康） 
 環：  健康に関する絵本や紙芝居を読み聞かせたり、「○○だから〜しよう」と理由を添えて働き 
 かけることで⾃分の健康を意識出来るよう関わっていく。 

 ●  活：  野菜の栽培をする中で野菜の⽣⻑に興味を持つ。（環境） 
 環：  苗植えや⽔やり、雑草取り等を⼦ども達と⼀緒に⾏ったり、⽣⻑の記録を写真に撮っておく 
 ことで⽣⻑に気付くことができるよう働きかける。 

 ●  活：  安⼼した気持ちでトイレに⾏き、排泄する。（健康） 
 環：  排泄したいことを⾔える雰囲気を作ったり、様⼦を⾒てトイレに誘い、安⼼して排泄出来る 
 よう関わる。 

 ●  活：  保育者や友達の名前や顔を覚え、安定して過ごす。（健康・⼈間関係） 
 環：  保育者が率先して名前を呼んだり、遊ぶ中で触れ合い信頼関係を築く。⼜、無理なく⼦ども 
 同⼠が関われるよう援助していく。 

 ●  活：  遊び、⾷事、睡眠等の⽣活リズムが整い、快適に過ごす。（健康） 
 環：  ⼗分な遊びの時間を設け、⾷欲や⼼地よい睡眠に繋げていく。様⼦を⾒て早めに休息をと 
 り、無理なく過ごせるようにする。 

 ●  活：  ⺟の⽇について知り、意欲的に製作をする。（環境・⾔葉） 
 環：  絵本や分かりやすい⾔葉で⺟の⽇について知らせ、気持ちを込めて製作出来るよう働きかけ 
 る。 
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 教育（遊び） 

 ●  活：  様々な遊びに興味を持ち、好きな遊びを⾒つける。（環境） 
 環：  やりたい遊びが⾒つからない⼦どもは遊びに誘い、様々な遊びに興味を持てるよう援助す 
 る。また、年上の友達と関わる機会も設け、いろんな遊び⽅に気付けるようにする。 

 ●  活：  保育者に気持ちを代弁してもらいながら、友達に⾃分の気持ちを伝える充実感を味わう。 
 （表現・⾔葉・⼈間関係） 
 環：  思ったことがなかなか⾔えない時には代弁し受け⽌め、⾔葉で伝える満⾜感を味わえるよう 
 に援助する。 

 ●  活：  製作に必要なモノの正しい使い⽅や置き場所を覚え、正しく使おうとする。（環境） 
 環：  玩具やモノの使い⽅や約束は繰り返し確認することで、⼦どもが丁寧に扱おうとする気持ち 
 を育てる。  

 ●  活：  遊びを通して友達と関わり、友達と⼀緒に遊ぶ楽しさを味わう。（⼈間関係） 
 環：  クラス活動や⼾外遊びの際には友達と関わって遊ぶ機会を設け、⼀緒に遊ぶ楽しさを味わえ 
 るようにする。 

 ●  活：  こどもの⽇を知り、こいのぼりや柏餅など⽇本の⽂化に触れる。（環境・⾔葉） 
 環：  ⼦どもが⾃分の成⻑を振り返られるような⾔葉を⼀⼈ひとりへ声かけしたり、鯉のぼりや柏 
 餅の扱い⽅を伝える。 

 ●  活：  ⽉の歌やリズム遊びを通して、⾳楽に合わせて⾝体を動かすことを楽しむ。（表現） 
 環：  簡単なリズム遊びを繰り返し⾏い、楽しい雰囲気の中で活動できるようにする。 

 ●  活：  春の⽣き物や花に気づき、興味を持つ。（環境） 
 環：  花や⽣き物の存在に気付けるように、保育者が⾒つけて⼦どもに⾒せたり観察できるように 
 する。 

 ●  活：  絵具の感触、⾊の混ざり具合を楽しみながら製作活動を⾏う。（表現） 
 環：  絵具がもつ魅⼒、⾊を混ぜて違う⾊になる、紙に塗った時の感触を⼗分に楽しめるよう、指 
 で描いたり、⾊⽔で遊ぶなど、何度も繰り返し楽しめる設定を⽤意する。⼦どもの気づきに丁寧 
 に寄り添い、のびのびと遊べるようにする。 

 ●  活：  園内外での決まりを守り、順番やルールを守って遊ぶ。（健康、⼈間関係） 
 環：  決まりや約束をひとつの場⾯ごとに丁寧に伝えていく。並ぶなど、想像が難しい場合は絵や 
 パネルシアターを使いながら視覚的に分かりやすいように⼯夫をする。 

 ●  活：  ⾝近な⾃然に触れ、１つの遊びをみんなで広げていく経験をする。(環境、⼈間関係、表現) 
 環：  砂遊びで⼭をつくったり、泥遊びで思い切って感触を楽しめるように環境を整備する。ま 
 た、保育者も⼦どもの遊びに参加し、「⼭にトンネル掘ってみようか、川流してみようか」な 
 ど、わくわくするような広がりを提案するなど、遊びの続きが⽣まれるような流れを意図的につ 
 くる。 

 ●  活：  友達と気持ちを共有する喜びを味わったり、⾃分と異なる思いに気付いたりする。（⼈間関 
 係・⾔葉） 
 環：  「嬉しいね」「楽しいね」と気持ちに共感したり、様⼦に応じて友達の気持ちを分かりやす 
 い⾔葉で代弁し、相⼿の気持ちに気付けるようにする。 

 ●  活：  ⾝近な物事に関⼼を持ち、⼤⼈に問いかける。（環境・⾔葉） 
 環：  何に興味があるのかを汲み取り丁寧に答えて満⾜感に繋げる。興味関⼼があるものに⼗分に 
 触れられるよう素材や道具等を⽤意していく。 

 ●  活：  ⼾外で思い切り体を動かして遊ぶことを楽しむ。（健康） 
 環：  保育者も⼀緒に体を動かして遊びながら楽しさに共感していく。気持ちが⾼まって危ない姿 
 が⾒られる時は、気持ちを落ち着かせられるよう関わる。 

 ●  活：  ⾝近な花や葉等を使って遊んだり製作することを楽しむ。（環境・表現） 
 環：  保育者が草花で冠や腕輪を作ったり、⾊⽔を作ったりする姿を⽰し、興味や意欲に繋げてい 
 く。 
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 ●  活：  ⾃分で作ったり、描いたりすることを楽しむ。（環境・表現） 
 環：  集中して作ったり描いたりする様⼦を⾒守り、想像⼒や⼿先の発達に繋げる。⼜、作品が完 
 成した時に⼤いに認めることで喜びや⾃信に繋げる。 

 ●  活：  季節の絵本や図鑑、短い物語等を⾒ることを楽しむ。（環境） 
 環：  絵本コーナーや読み聞かせの絵本は季節や年齢、興味を考慮して選び、絵本を⾒る楽しさを 
 感じられるようにする。 

 ●  活：  固定遊具や運動⽤具の遊び⽅が分かり、遊ぶことを楽しむ。（健康・環境） 
 環：  遊ぶ前に⼦ども達と遊び⽅を考え、⼦どもの考えを⼤いに認めて約束を守って安全に遊ぼう 
 とする気持ちや社会性の育ちに繋げる。 

 ●  活：  異年齢児と触れ合って遊ぶ楽しさが芽⽣える。（⼈間関係） 
 環：  保育者が関わりを援助し、⼀緒に遊ぶ楽しさや年下の⼦に対する思いやり、年上の⼦に対す 
 る憧れの気持ちが芽⽣えるよう関わる。 

 健康、安全⾯で配慮すべき事項 

 ●  ⼊園後の⽣活の変化による疲れや連休明けで⽣活リズムが整わず、⼦どもが不安的になりやすい 
 時期。⼀⼈ひとりの疲れを⾒逃さないよう、活動の際には注意して⾒守る。 

 ●  トラブルの際には気持ちをうまく⾔葉で伝えられず、⼿が出てしまう⼦どももいる。安全に遊べ 
 ているかトラブルになっていないか気にかける。 

 ●  玩具や遊具の安全点検、園舎や砂場の整備を⾏う。 
 ●  保育室内、園庭、公園等、⼀⼈ひとりの様⼦を確認し⼩まめに⼈数把握をする。 

 今⽉の製作・歌・絵本・⼿遊び・室内室外遊び 

 製作 

 ●  ⺟の⽇フレーム／染め紙こいのぼり／じゃがいもでチューリップ 

 歌 

 ●  おかあさん（３歳児）／いちご（３歳児）／ありさんのおはなし 

 絵本 

 ●  はらぺこあおむし／なにを たべてきたの？／でんしゃにのって 

 ⼿遊び 
 ●  キャベツの中から／ピクニック／さかながはねて 

 室内室外遊び 

 ●  フロッタージュ／⾼いチームが勝ち！新聞紙タワー／しっぽとり⻤ごっこ 

 ⾏事 

 ●  憲法記念⽇(５⽉３⽇) 
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 ●  みどりの⽇(５⽉４⽇) 
 ●  こどもの⽇(５⽉５⽇) 
 ●  愛⿃週間(５⽉10⽇〜16(⽇)) 
 ●  ⺟の⽇(５⽉第２⽇曜⽇) 
 ●  ⾝体測定 
 ●  健康診断 
 ●  避難訓練 
 ●  誕⽣⽇会 
 ●  クラス懇親会 

 ⾷育 

 ●  こどもの⽇を知り、柏餅やちまきなどを⾷べる⽇本の⽂化に親しむ。 
 ●  ⽴ち歩かない、スプーンを使うなどの簡単なマナーを守ろうとする。 
 ●  友達と楽しい雰囲気の中で⾷事を進める。 
 ●  野菜の苗を植え、⾝近な⾷材に対する興味関⼼が芽⽣える。 
 ●  スプーンやフォークの持ち⽅を意識して⾷事をする。 
 ●  調理前後の⾷材を⾒たり触れたりする中で、⾊や形、固さ等の変化に気付く。 

 地域と家庭との連携 

 ●  保護者に⼦どもの様⼦をこまめに伝えるなどコミュニケーションを意識し、信頼関係を築く。 
 ●  新しい環境で⼦どもは疲れが出やすい時期。家庭でもゆったり過ごすなどサポートしてもらうよ 

 うお願いする。 
 ●  園の⾏事や準備物、体調管理のために気をつけたいことなど様々なお知らせを掲⽰し、繰り返し 

 確認してもらえるようにする。 
 ●  ⽇によって気温差があったり、遊びの様⼦で⾐服調節をすることもあるため、⾐服の⽤意を多め 

 にお願いする。 
 ●  ⽇常の動画や写真をクラス懇親会で流したり、⽋席した保護者に対しては個別に対応して安⼼感 

 に繋げる。 
 ●  散歩の際には⼦ども達と⼀緒に地域の⽅に挨拶する。 

 ⾃⼰評価 

 ●  ⽣活リズムを整え、安定した情緒で⽣活できていたか。 
 ●  様々な友達と関わりを持ち、⼀緒に遊ぶ楽しさを味わうことができたか。 
 ●  ⽣活の流れを覚え、⾝の回りのことを⾃分でやろうとする姿が⾒られたか。 
 ●  リズム遊びに楽しく参加に、⾳楽に合わせて⾝体を動かす楽しさを味わえたか。 
 ●  ⾷事の際にはマナーを守って楽しく⾷事を進められたか。 
 ●  製作に必要なモノの名前や正しい使い⽅を覚えられていたか。 
 ●  ⾃然に触れて遊び、季節の草花や⽣き物に興味を持てたか。 
 ●  連休明けの疲れや体調を考慮し、無理なく過ごせるようにしたか。 
 ●  ⼦どもが伝えようとする気持ちを⼤切に関わったか。 
 ●  野菜の栽培を通して、⾷べ物に対する興味が芽⽣えたか。 
 ●  思い切り体を動かして遊ぶことを楽しめたか。 
 ●  ⼦どもの⽇や⺟の⽇について分かりやすく伝えたか。 
 ●  玩具や遊具、園庭、歩道等の安全点検を⾏い、安全に遊べる環境を整えたか。 
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 ●  クラス懇親会では⽇常の⽣活を具体的に知らせ、保護者の安⼼感に繋げたか。 
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